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若者 らしさ×
京都若者サポートス

テーション
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若者×らしさ
TOPICS
Hito to Nari ～つながりの在り方を考える～

高校生が作ったページ
高校生が「防災」について考える

シリーズ
はたらく若者

ユースかわら版
「やませい40歳・お誕生日月間」ほか

私は、下京青少年活動センターの事業である『ユース街づくりスタッ
フ チーム街スタ』をはじめ、『しもせいフェスタ』などを通して、様 な々若
者とかかわってきました。今回は「商店街の会長」という立場ではなく、
私個人として若者のみなさんに伝えたい２つの想いを述べようと思い
ます。
１つ目は、「失敗を恐れずチャレンジしてほしい」ということです。考え
る前にまずはチャレンジしてみてください。失敗してしまっても、何が原
因だったかを考え、そこを修正し、また挑戦したら良いのです。失敗し
ても、チャレンジした経験は残ります。失敗を足掛かりに挑戦をし続け、
前に進んでいってほしいと思います。
２つ目は、「自分自身の決めた枠に、捉われ過ぎないでほしい」という
事です。何かに取り組む際、最初から「できない」と決めてしまわず、「ど
うしたらできるか？」と、考えてみてください。形はどうあれ、方法を考えれ
ば、きっとできます。では、枠を広げるにはどうすれば良いか？ 普段関わ
ることが無いような人と出会ったり、関わってみてください。そうすれば、
枠はどんどん広くなっていきます。あなたが「できない」と思ったことでも、
違う誰かは「できる」と思うかもしれません。「できる」と思う人から、その
姿勢や、考え方を学び、枠に捉われず「どうしたらできるか？」を考えて
みてください。
きっとみんな何かに頑張っている状態だと思います。だから私は「頑
張れ」ではなく、「期待してるで」と、声をかけるようにしています。若い
みなさんのチャレンジに期待しています。

ユースサービスの理念
子どもから責任ある大人へと成長する青少年を支援し

ています。
家庭、学校、地域社会、職場ほか、青少年が自主的な活
動場面への参加を通じて、社会と交わり、自身の興味や
関心を豊かにし、必要に応じて、助言、情報、または多様な
人的・物的資源が得られるような機会を提供します。

「Never Give Up」

七条中央サービス会
会長 岸田　智之
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